
キンダーズオンラインアンケート

8/18～31

第１回小児科学会石川地方会
平成２１年９月１３日（日）

月一会では新型インフルエンザの流行に備え、季節
型インフルエンザと診療体制、診療内容の変化があ
るのか８月１６日～３１日にメール上でオンライン
アンケートを行った。
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病院医師： １８名
診療所医師： ３２名アンケート回答者

①現在１５０人余のメンバー中５０人（診療所３２
名、病院１８名）から回答があり、その回答を集計
した。
アンケート回答者は診療所、病院の医師共に最頻
値は５０歳台であったが、診療所の医師は病院の医
師より少し年齢は高めであった。
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②診察形態として複数診察室があるとか隔離待合室
があるとかは診療所・病院ではそんなに差がなかっ
た。
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③季節性・新型共に場所的に隔離はされていたが来
院当初から隔離されているのはその半分であり、残
りは診断後に隔離されていた。新型が出始めて当初
からの隔離の割合が増加した。なお、隔離されてい
ないといっても、マスクや患者同士の間隔を取る等
の工夫はなされていた。また、隔離場所は隔離待合
室や空き室が殆ど利用されていたが診療所は3/4が
自家用車を利用していた。病院は自家用車の利用が
従来は少なかったが新型が出てからは30%に自家用
車利用が増加した。
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④発熱患者の時間制限や予約制などでの時間的隔離
は診療所では15%から31%、病院では11%から33%
と増加し、工夫している様がみられた。
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⑤⑥インフルエンザ検査の発熱後経過時間は４割６
時間、３割が９～１２時間であり、発熱後直ぐにで
も検査が２割、２４時間後というのもあったが、季
節型、新型共にそのタイミングはあまり変動がな
かった。
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発熱後検査のタイミング（新型）
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⑦治療方針は季節型から新型は０歳児を含め各年齢ともタ
ミフルの使用率が増加していた。１０歳以上はリレンザが
主である。漢方は漢方を新型になっても固辞している傾向
があった。新型は０歳児を除いて対症療法は激減した。な
お季節型の薬剤使用割合はキンダースのＩＦｌｕ０８－０
９の値と同じようであった。アンケート最中、後にも様々
な通達・報告で抗ウイルス剤を使え、使うなと両方の情報
があり、アンケート回答後診療方針の変更が十分予想され
る。
最後にアンケートに御協力頂いた会員、アンケートをプ
ログラミングして頂いた中村英夫先生，Ｅｘｃｅｌにデー
ターを入力して頂いた太田邦雄先生に感謝いたします。
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